た。 村の 北端 を ゆるゆると 流れて いた 三 間 ほどの 幅の 

神挪木 川が、 ひとつき 続いた 雨の ために 怒り だした の 

である。 水源の 濁り水 は大禍 小禍を 巻きながら そろ そ 

ろ ふくれあが つ て 六本の 支流 を 合せて たちまち 太り、 

身 を 躍らせて 山 を 韋駄天ば しりに 紐け 下りみ ちみち 何 

かし もみ はこやなぎ 

百 本 もの 材木 を かっさらい 川岸の 樫 や 樅 や 白 楊 の大 

木 を 根 こそぎ 抜き取り 押し流し、 麓の 淵で 殿んで 澱 

んで それから 一 挙に 村の 橋に 突き あたって 平気で それ 

を ぶちこ わし 土手 を 破つ て 大海の ように ひろが リ、 

家々 の 土台石 を 舐め 豚 を 泳がせ 刈りと つたば かりの 一 

万に あまる 稲 坊主 を 浮かせて だぶ リ だぶ リと浪 打った _ 



いた。 ときどき 怪しから ぬ 絵本 を 見つけた。 それでも 

平気な 顔して 読んで いった。 

そのうちに 仙術の 本 を 見つけた ので ある。 これ を最 

も 熱心に 読み ふけ つ た。 縦横 十文字に 読み ふけ つ た。 

わし へび 

蔵の 中で 一 年 ほど も 修行して、 ようやく 鼠と 鷲と 蛇に 

なる 法 を 覚え こんだ。 鼠に なって 蔵の 中 を かけめぐり、 

ときどき 立ち どまって ちゅうち ゆうと 鳴いて みた。 鷲 

になって、 蔵の 窓から 翼 を ひろげて 飛び あがり、 心 ゆ 

しょ-つよ-つ 

くまで 大空 を 逍遥した。 蛇に なって、 蔵の 床下に し 

のびい り 蜘蛛の巣 を さけながら、 ひやひやした 日蔭の 

草 を 腹の うろこで 踏み わけ 踏み わけして 歩いて みた。 



ら 好き勝手な 法 を 行った 場合に は、 よかれあしかれ 身 

体に くっついて しまって、 どうしょう もなくなる もの 

だ。 太郎は 三日 も 四日 も 空しい 努力 をして 五日 目にあ 

きらめた。 このような 古風な 顔で は、 どうせ 女に は 好 

かれまい が、 けれども 世の中に は 物好きが 居らぬ もの 

でも あるまい。 仙術の 法力 を 失った 太郎 は、 しもぶ く 

れの 顔に 口 鬚 をたら りと 生やした ままで 蔵から 出て 来 

た。 

あいた 口の ふさがらず にいる 両親へ 一 ぶし じゅうの 

訳 を あかし、 ようやく 納得 させて その 口 を 閉じさせ た- 

この ような あさましい 姿で は 所詮、 村に も 居られ ませ 



酒 は その 醸造 主の ひとがら を 映す ものと 言われて いる- 

鹿 問屋の 酒 はあくまで も 澄み、 しかも なかなかに 辛口 

みずぐ る ま 

であった。 酒の 名 は、 水車と 呼ばれた。 子供が 十四 

人あった。 男の子が 六 人。 女の子が 八 人。 長男 は 世事 

に 鈍く、 したがって 逸平の 指図 どおりに 商売 を 第一と 

して 生きて いた。 おのれの 思想に 自信が なく、 それで 

もとき どき は 父親に むか つ て 何 か 意見 を 言いだ す こと 

が あ つ たけれ ども、 言葉の なかばで もう はや 丸 つ きり 

自信 を 失い、 そうかと も 思われ ますが、 しかし これと 

て も 間違い だらけで あると しか 思われません し、 きつ 

と 間違って いると 思います が 父上 はどうお 考えで しょ 



て ぞろぞろ 集って 来る のであった。 三 島 大社のお 祭り 

の 日に は、 きっと 雨が 降る とむ かしの むかし からき 

まっていた。 三 島の ひとたち は 派手 好きで あるから、 

その 雨の 中で 団扇 を 使い、 踊 屋台が とおり 山車が とお 

り 花火が あがる の を、 びっしょり 濡れて 寒い の を 堪え 

に 堪えながら 見物す るので ある。 

次 郎兵衛 が 二十 二 歳のと きのお 祭りの 日 は、 珍ら し 

く 晴れて いた。 青空に は鳶が 一 羽ぴ よろ ぴ よろ 鳴きな 

がら 舞って いて、 参 si の ひとたち は 大社 様 を 拝んで か 

ら そのつ ぎに 青空と 鳶を 拝んだ。 ひる 少しす ぎた ころ 

だしぬけに 黒雲が 東北の 空の 隅から むくむ く あらわれ 



一 一 三度 またた いてい る うちにもう はや 三 島 は 薄暗く 

なって しまい、 水気 を ふくんだ 重たい 風が 地 を 這い ま 

わると それが 合図と みえて 大粒の 水滴が 天から ぼた ぼ 

た ^ y ほれ 落ち、 やがて こらえ かねた かひと 思いに 大雨 

となった。 次 郎兵衛 は 大社の 大 鳥居の まえの 居酒屋で 

酒 を 呑みながら、 外の 雨脚と 小 走りに 走って 通る 様様 

の 女の 姿 を 眺めて いた。 そのうちに ふと 腰 を 浮かし か 

けたので ある。 知人 を 見つけた からであった。 彼の 家 

のおむ かいに 住まって いる 習字のお 師匠の 娘であった。 

赤い 花模様の 重たげ な 着物 を 着て 五六 歩 はしって はま 

た あるき 五六 歩 はしって はまた あるきし ていた。 次郎 



に 誤って 足 を すべらし 小川へ 転落した 場合の こと を考 

慮した のであった。 小川が まち じゅう を 流れて いるの 

だから、 あるいは そんな 場合 も あるであろう。 さらし 

木綿の 腹帯 を 更に ぎゅっと 強く 巻きし めた。 酒 を 多く 

腹へ いれさせまい という 用心から であった。 酔い どれ 

たなら ば 足が ふらつ き 思わぬ 不覚 をと る こと もあろう- 

三年 経った。 大社のお 祭りが 三度 来て、 三度す ぎた。 

修行が おわった。 次 郎兵衛 の 風貌 はいよ いよどつ しり 

として 鈍重に なった。 首 を 左 か 右へ ねじむけて しまう 

のに さえ 一 分 間 かかった。 

肉親 は 血の つながりの おかげで 敏感で ある。 父親の 



る ほかに 八 畳の 裏 一 一階が あり そこから 富士 がまつ すぐ 

に 眺められた。 三月の 更によ い 日に 習字のお 師匠の 娘 

が 花嫁と して この 新居に むかえられた。 その 夜、 火 消 

したち は 次 郎兵衛 の 新居に ぎっしり つまつ て 祝い酒 を 

呑み、 ひとりず つ 順々 に 隠し芸 をして 夜を更 しいよ い 

よ 翌朝に なって やっとお しまいの ひとりが 二 枚の 皿の 

手品 を やって 皆の 泥酔と 熟睡の 眼 を ごまかし 或る 一 隅 

からの ぱちぱ ちとい う 喝采で もって 報いられ、 祝賀の 

宴 はお わった。 

次 郎兵衛 は、 これ はまた これで 結構な ことにち がい 

ない のだろう、 とな ま K5 りして きょ とんと した 一 曰 一 



兵衛は 牢屋へ はいって から も その どこ やら 落ちつき は 

ら つ た 様子の ために 役人から 馬鹿に はされ なか つ たし、 

また 同室の 罪人た ちから は 牢名主と して あがめられた。 

ほかの 罪人た ちより は 一 段と 高い ところに 坐ら されな 

がら、 次 郎兵衛 は 彼の 自作の 都々 t 逸と も 念仏と もっか 

ぬ 歌 を、 あわれな ふしで 口ずさん でいた。 

さ さ や 

岩に 攝 く 

頰を あからめつ つ 

おれ は 強いの だよ 

岩 は 答えなかった 



る 子 を 折檻した。 こぶしで つづけさ まに 三つ ほど 三郎 

の 頭 を 殴り、 それから 言った。 これ 以上の 折檻 は、 お 

前の ために も わしの ために もいた ずらに 空腹 を 覚えさ 

せる だけの こと だ。 それゆえ 折檻 はこれ だけに してや 

める。 そこへ 坐れ。 三郎は 泣く 泣く 悔悟 をち かわされ 

た。 三郎 にと つて、 これが 噓の しはじめであった。 

そのと しの 夏、 三郎は 隣家の 愛犬 を 殺した。 愛犬 は 

沖であった。 夜、 ； W はけた たまし く 吠えた てた。 なが 

い 遠吠え やら、 きゃん きゃんと いうせ わしない 悲鳴 や 

ら、 苦痛に 堪えかね たような 大げさな 唸り 声 やら、 様 

様の 鳴き声 を まぜて 騒ぎた てた。 一時間く らい 鳴きつ 



づけた ころ、 父の 黄 村 は、 傍に 寝て いる 三 郎へ声 を か 

けた。 見て 来い。 三郎は 先刻よ リ頭を もたげ 眼 をば ち 

ぱち させながら 聞き耳 をた てて いたのであった。 起き 

あがって 雨戸 を 繰り あけ、 見る と 隣 りの 家の 竹垣に む 

すび つけられ ている； W が、 からだ を 土に こすりつけて 

み も だ 

身悶えし ていた。 三郎 は、 騒ぐな、 と 言って 叱った。 

沖 は 三 郎の姿 をみ とめて、 これ 見よ がしに 土に まろび 

竹垣 を嚙 み、 ひとしきり 狂乱の 姿 を よそおい、 きゃん 

きゃんと 一 そう 高く 鳴き 叫んだ。 三郎 は； W の 甘つ たれ 

た 精神に むかむか 憎悪 を 覚えた ので ある。 騒ぐな、 騒 

ぐな、 と 息をつめ たような 声で 言って から、 庭へ 飛び 



降り 小石 を 拾い、 はっしと ぶつつ けた。 沖の 頭部に 命 

中した。 きゃんと 一声 するどく 鳴いて から 沖の 白い 小 

さいから だが くるくると 1 楽の ように 廻って、 ぱ たと 

たおれた。 死んだ ので ある。 雨戸 をし めて 寝床へ は 

いってから、 父 は 眠たげ な 声で たずねた。 どうしたの 

じ や。 三郎は 蒲団 を 頭から かぶった ままで 答えた。 鳴 

き やみました。 病気ら しゅう ございます。 あした あた 

り 死ぬ かも 知れません。 

そのと しの 秋、 三郎は ひと を 殺した。 言 問 橋から 遊 

び 仲間 を 隅 田 川へ 突き落し たので ある。 直接の 理由 は 

なかった。 ピストル を 自分の 耳に ぶつ 放したい 発作と 



よく 似た 発作に おそわれた のであった。 突きお とされ 

あひる 

た 豆腐屋の 末っ子 は 落下しながら 細長い 両脚で 家鴨の 

ように 三度 ゆるく 空気 を搔 くように うごかして、 ぼ 

しゃつ と 水面へ 落ちた。 波紋が 流れに したがって 一 間 

ほど 川下の ほうへ 移動して から 波紋の まんなかに 片手 

が ひょいと 出た。 こぶし をき つく 握って いた。 すぐ 

ひっこんだ。 波紋 は 崩れながら 流れた。 三郎は それ を 

見と どけて しまつてから、 大声 をた てて 泣き叫んだ。 

人々 は 集り、 三郎の 泣き 泣き 指す 箇処を 見て 事の なり 

ほうば 、- 

ゆきを さとった。 よく 知らせて くれた。 お前の 朋輩が 

落ちた のか。 泣く でない、 すぐ 助けて やる。 よく 知ら 



の 代筆 をして やった。 親元へ 送金 を 願う 手紙 を 最も 得 

意と していた。 例えば こんな 工合いで あった。 謹啓、 

よもの 景色 云々 と 書き だして、 御 尊父 様に は 御 変り も 

そうろう 

これな く 候 や、 と 虚心に お伺い 申し あげ、 それから 

すぐ 用事 を 書く のであった。 はじめお 世辞たら たら 書 

したた 

き 認めて、 さて、 金 を 送って 下されと 言いだ すの は 下 

手な のであった。 はじめの たらたらの お世辞が その 最 

力 力，^ 

後の 用事の 一言で もって 瓦解し、 いかにも さもしく 汚 

く 見える ものである。 それゆえ、 勇気 を 出して 少しも 

早く ひと 思いに 用事に とりかかる のであった。 なる ベ 

く 簡明な ほうがよ い。 このたび わが 塾に 於いて 詩経の 



聞いた 江戸の 書生た ち は、 若 先生から 手紙の 書き かた 

を こっそり 教わりたい 心から 黄 村に 教え を 求めた ので 

ある。 

三郎は 思案した。 こんなに 日に 幾 十 人 もの ひとに 手 

紙の 代筆 をして やつたり 口述 をして やつたり していた 

ので はとても 煩に 堪えぬ。 いっそ 上梓し ようか。 どう 

したなら 親元から たくさんの 金 を 送つ て もらえる か、 

これ を 一 冊の 書物に して 出版し ようと 考えた ので ある _ 

けれども この 出版に 当って は ひと つ のさし さわりが あ 

あがな 

る ことに 気づ いた。 その 書物 を 親元が 購 い 熟読した 

なら、 どういう ことになるであろう。 なにやら 罪 ふか 



いるの を 見て、 何気な さそう に 黄 村に 尋ねた。 滅茶滅 

茶 先生の 本 はよ い 本です か。 黄 村 はに がり 切って 答え 

た。 よくない。 三郎は 笑いながら 教えた。 あれ は 私の 

匿名です よ。 黄 村 は 狼 1 を 見せまい として 高い せきば 

らい を 二つ 三つして、 それから あたり を はばかる よう 

な 低い 声で 問うた。 なん ぼもう かった かの。 

傑作 「人間 万事 噓は 誠」 の あらまし の 内容 は、 嫌 厭 

先生と いう 年 わかい 世の すねものが 面白お かしく 世の 

中 を 渡った ことの 次第 を 叙した ものであって、 たとえ 

ば 嫌 厭 先生が 花柳の 巷 に 遊ぶ にしても 或いは 役者と 

いつわり 或いはお 大尽 を 気取り 或いはお 忍びの 高貴 の 



ひとの ふり をす る。 そのい かさま ごとが あまりに もェ 

夫に 富み ほとんど 真 に 近く 芸者 末社 も そ れ を 疑わず、 

はて は 彼 自身 も 疑わず、 それ は 決して 夢で はなく 現在 

たしかに、 一 夜に して 百万長者 になり また 一 朝め ざむ 

れば 世に かくれな き 名優と なリ 面白お かしく その 生涯 

を 終る ので ある。 死んだ とたんに むかしの 無一文の 嫌 

厭 先生に かえると いうよう な ことが 書かれて いた。 こ 

れは si わば 三郎の 私小説であった。 二十 二 歳 をむ かえ 

たと きの 三 郎の噓 はすで に 神に 通じ、 おのれが こうと 

いつわる ときには すべて 真実の 黄金に 化して いた。 黄 

村の まえで はあくまで 内気な 孝行 者に、 塾に 通う 書生 



のめった 打ちに 打ち鳴らす 太鼓の 音 も、 耳 傾けて しば 

らく 聞いて いると、 その リズムの 中に どうしょう もな 

い 憤怒と 焦慮と それ を 茶化そう という やけくそ なお 道 

化と を 聞きと る ことができ たので ある。 紋服 を 着て 

〔# 「着て」 は 底本で は 「来て 匕 珠数を 持ち 十 人 あまりの 

塾生の まんなかに 背 を 丸く して 坐って、 三尺 ほど 前方 

の 畳の ヘリ を 見つめながら 三郎は 考える。 噓は 犯罪 か 

ら 発散す る 音 無しの 屁 だ。 自分の 噓も、 幼い ころの 人 

殺しから 出発した。 父の 噓も、 おのれの 信じ きれない 

宗教 を ひとに 信じさせた 大 犯罪から 絞り出された。 重 

苦しくて ならぬ 現実 を 少しで も 涼しく しょうとして 噓 



美き もの を 美しと 言い、 悪しき もの を 悪しと いう。 そ 

れも噓 であった。 だいいち 美き もの を 美しと 言いだ す 

心に 噓 があろう。 あれ も 汚い、 これ も 汚い、 と 三郎は 

毎夜 ねむられぬ 苦しみ をした。 三郎 はやが て ひとつの 

ちほ-つ 

態度 を 見 つ けた。 無意 志 無 感動の 痴呆の 態度で あ つ た。 

風の ように 生きる ことで ある。 三郎は 日常の 行動 をす 

ベて 暦に まかせた。 暦の うらないに まかせた。 たのし 

みは、 夜夜、 夢を見る ことであった。 青草の 景色 も あ 

れば、 胸のと きめく 娘 もいた。 

或る 朝、 三郎は ひとりで 朝食 をと つていながら ふと 

首 を 振って 考え、 それから ぱちっと 箸 をお 膳のう えに 
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